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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年７月１５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 令和７年５月３０日 ２２時００分頃 

発生場所 香川県土庄
とのしょう

町沖ノ
お き の

島西北西方沖 

讃岐
さ ぬ き

千振
ち ぶ り

島灯台から真方位２７８°１.８海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３４°３２.１′ 東経１３４°０７.６′） 

事故の概要  漁船天神
てんじん

丸の船長は、揚網作業中、跳ねたロープ等が右腕に当たっ

て負傷した。 

事故調査の経過  令和７年６月２５日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 天神丸、４.９トン 

 ＫＡ３－２７６９６（漁船登録番号）、個人所有 

 １２.８ｍ（Lr）×３.９８ｍ×０.８６ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、４８kＷ（動力漁船登録票による）、平成３年５月

１８日 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ６７歳 

二級小型船舶操縦士・特殊・特定 

  免許登録日 昭和５０年５月２日 

  免許証交付日 令和５年３月２０日 

         （令和１１年３月１５日まで有効） 

 死傷者等 重傷 １人（船長） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北西、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約０.８ｍ、潮汐 上げ潮の中央期 
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 事故の経過 (1) 本船の漁ろう機器及び揚網の手順 

本船は、小型機船底びき網漁（袋状の網をえい
．．

航しながら海底

に生息する魚介類を獲
と

る漁法）に従事する漁船であり、積載して

いる漁ろう機器及び揚網手順は次のとおりである。 

① 本船の漁ろう機器の配置等 

  漁ろう機器の配置（概位）及び役割は次のとおりである。 

（図１、写真２～４ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 漁ろう機器等の配置状況（概位） 

 

ａ ネットローラー：漁網を繰り出したり、巻き取ったりする

ローラーのこと。 

ｂ ワイヤロープ：ネットローラーと漁網との間をつなぐワイ

ヤのこと。 

ｃ ロープ：漁網を甲板上に引き揚げるための後部甲板のやぐ
．．

ら
．
の滑車を介して設置されているロープ（以下「本件ロー

プ」という。）のことであり、本件ロープの先端にはフックが

取り付けられている。 

ｄ ドラム：本件ロープを巻き取るためのネットローラーの架

台の上に設置されたドラム（以下「本件ドラム」という。）の

ことであり、クラッチ操作によってネットローラーの動力部

と連結することで、ネットローラーの回転（主に巻取り時）

及び停止に合わせて、本件ドラムが連動して回転及び停止す

る。 

ｅ クラッチ：ネットローラーや本件ドラムにそれぞれ設けら

れており、クラッチを接続することで動力部と接続し、ネッ

トローラーや本件ドラムを回転させることができる。（本件ド

ラムのクラッチについては、その他の事項(2)①で詳述） 

ワイヤロープ 
ネットローラー 

本件ロープ 
（先端にフックが付いており、

同フックを細索（後記）に掛
けた状態を図示している） 

ネットローラーの 
ブレーキハンドル 

(船首側) (船尾側) 

操舵室 
(漁網側へ) 

本件ドラム 

本件ドラムのクラッチ概位 
（側面に設置：写真３、写真４参照） 

やぐら 
（外枠のみ図示） 

滑車 
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ｆ ブレーキハンドル：投網時、ネットローラーのクラッチは

解除されており、本船が航行することで漁網が海中に繰り出

される。この時にネットローラーの回転スピードを調整する

ために用いるブレーキを操作するハンドルのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 本件ドラムのクラッチの位置 

 

 

 

 

 

 

写真２ 後部甲板の状況 写真３ 漁ろう機器の状況 

本件ロープ 

ネットローラー
の操作レバー 

本件ドラムのクラッチ
の位置（側面に設置） 

やぐら 

ネットローラー 

ブレーキハンドル 

本件ドラム 

細索と本件ロープ
の先端のフック 
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② 本船のふだん
．．．

の揚網手順 

ａ ネットローラーでワイヤロープのみを巻き、漁網を船尾に

引き寄せる。（図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ワイヤロープで漁網を引き寄せる状況（概要） 

 

ｂ ネットローラーを一旦停止し、本件ロープを漁網に巻きつ

ける。 

ｃ 本件ドラムのクラッチを連結し、ネットローラーと本件ド

ラムを連動させる。 

ｄ ネットローラーを巻き取る方向に回転させ、ワイヤロープ

及び本件ロープを同時に巻き取り、漁網を船尾甲板上に引き

揚げたところでネットローラーと本件ドラムを停止させる。 

（図３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 揚網時における本件ロープ等の使用状況 

 

ｅ 本件ドラムのクラッチを解除し、ネットローラーと本件ド

本件ドラム 

ネットローラー 

操舵室 

やぐら 

本件ロープ 

漁網 

滑車 

操舵室 

ネットローラー 

やぐら 

（船尾側） 

ワイヤロープ 

漁網 

本件ロープ 

(細索側へ） 

本件ドラム 

滑車 
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ラムが連動しないようにする。 

ｆ 本件ロープを後部甲板上に引き揚げた漁網から外し、フッ

クをネットローラーの架台に結び付けた細索に引っ掛ける。

（本件ロープのフックを細索に掛ける目的等については、そ

の他の事項(2)②で詳述） 

ｇ 後部甲板上に完全に引き揚げた漁網から漁獲物を取り出

す。 

(2) 本事故発生までの経過 

本船は、船長が１人で乗り組み、底びき網漁の目的で、令和７

年５月３０日１２時００分頃、沖ノ島西北西方沖１.５Ｍ付近の漁

場に向けて同島の船だまりを出航し、１２時４０分頃、漁場に到

着して操業を開始した。 

本船は、日没時に法定灯火を表示し、２１時００分頃から６回

目の投網を行い、２１時５０分頃から漂泊状態で揚網を開始し

た。（図４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の釣り客 

 

 

 

 

図４ 揚網時の船長の位置等（概要） 

 

船長は、本件ロープの先端のフックをネットローラーのブレー

キハンドルに掛け、ふだんと同様にネットローラーを回転させ、

ワイヤロープの巻取りを開始した。 

通常、ネットローラーを巻取り方向に回転させる際には本件ド

ラムのクラッチは「解除」の位置となっているが、船長は、本事

故時、同クラッチが「連結」の位置になっていることに気付かな

いまま、ネットローラーの操作レバーを操作してワイヤロープを

巻き取っていた。 

本件ロープは、本件ドラムに巻き取られたことで緊張し、本件

操舵室 

船長 

(船首側) 

ネットローラー 

本件ドラム 

やぐら 

本件ロープ 
（ふだんと異なり、先端の

フックはブレーキハンド

ルに掛かっている） 

(船尾) 

滑車 

ブレーキハンドル 

ワイヤロープ 

(漁網側へ) 
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ロープの先端のフックによってネットローラーのブレーキハンド

ルが引き抜かれ、２２時００分頃、本件ロープ及び同ハンドルが

船長の右腕に当たった。（写真５及び写真６参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 本事故発生後の経過 

船長は、周囲を確認したところ、本件ロープの先端のフックに

引っ掛かったブレーキハンドルが宙吊
づ

り状態となっていることを

認め、自身が、本件ドラムのクラッチを「連結」の位置のまま、

ネットローラーを巻き取る方向に操作していたことに気付いた。 

船長は、直ちにネットローラーの回転を停止し、本件ドラムの

クラッチの「連結」を解除した上で、無線で僚船に救援を依頼し

た。 

来援した僚船は、本船に横着けし、僚船の船長が本船に移乗し

て本船の揚網作業を行った。その後、本船及び僚船は、横着け状

態を解除し、船長は、自ら本船を操船して香川県小豆
しょうど

島北東岸の

係留施設に向かい、僚船は本船に追従して航行した。 

本船及び僚船が係留施設に到着後、僚船の船長は、船長の右腕

の負傷状況を確認した上、１１９番通報した。 

船長は、救急車で病院に搬送され、右肘頭
ちゅうとう

開放骨折及び右尺
しゃっ

骨
こつ

鉤状
こうじょう

突起骨折と診断された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

その他の事項 (1) 船長に関する情報 

船長は、本事故当時、カッパの上衣、胴長、ゴム手袋及び膨張

式救命胴衣を着用して作業を行っていた。 

船長は、５０年以上漁師としての経験があり、また、これまで

の間、様々な漁法を行ってきており、底びき網漁の経験も豊富で

あった。 

船長は、新造時から約３４年間、１人で本船に乗り組んでい

た。 

写真６ 船長の配置（本人による再現） 写真５ 本件ロープのフックをブレーキ
ハンドルに掛けた状況（再現） 

ブレーキハ
ンドル等が 

跳ねた方向 

本件ドラム 
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(2) 本船の投揚網作業に関する情報 

① 揚網作業時における本件ドラムの操作等について 

船長によれば、次のとおりであった。 

・本件ドラムのクラッチは、ネットローラー側にクラッチ操作

レバーを押し込むことで「連結」、引き戻すことで「解除」と

なる。 

・なお、投網時は、本船が航行し、かつ、漁網が自重で海中に

出ていくので動力は用いず、ネットローラーのブレーキを緩

めることで投網している。また、ネットローラーのブレーキ

ハンドルは、緩めた状態の場合、そのまま引き抜くことがで

きる構造となっている。 

② 本件ロープの取扱い状況について 

船長は、本件ロープの先端のフックが振れて、漁ろう機器に

当たったり、引っ掛かったりすることを防止する目的で、同 

フックをネットローラーの架台等に引っ掛けていた。 

こうした習慣がある中で、船長は、揚網する際にクラッチの

解除を忘れ、ネットローラーのブレーキハンドルに掛けた本件

ロープを緊張させたことが過去にあったので、これを踏まえ、

ネットローラーの操作レバー付近に細索を結んでおき、本件 

ロープのフックをこの細索に引っ掛け、本件ロープのフックが

視界に入る状態としていた。 

細索は、張力がかかるとすぐに破断するもので、仮に、ク 

ラッチの解除を忘れたまま揚網作業を開始し、本件ドラムが回

転して本件ロープが緊張したとしても、細索が破断することで

クラッチの解除忘れに気付くことができるものである。 

船長は、ネットローラーの固定具に結んだ細索に本件ロープ

のフックを掛けた状態で、本事故のようにクラッチを解除する

ことを忘れたままネットローラーを巻き取る方向に作動させた

ことが過去にもあり、その際は、細索が破断したのでクラッチ

を解除していなかったことに気付くことができた。 

船長は、本事故当時、波の影響で本船が動揺しており、ふだ

んと同様にネットローラーの操作レバー付近に結んだ細索に本

件ロープのフックを引っ掛けると、フックの先端がネットロー

ラーの外縁に当たって、外縁が傷つく可能性があったので、 

ネットローラーのブレーキハンドルにフックを引っ掛けてい

た。 

（写真７ 参照） 
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写真７ 本船の事故防止措置の状況 

 

(3) その他の情報 

底びき網漁を行う小型漁船については、本船の船尾部に設置さ

れたやぐらと同様の構造物を設置しているものが多く、本件ロー

プと同じ役割をするロープの取扱いの一例は、次のとおりであっ

た。 

① 一部の地域では、揚網時に使用するロープとこのロープを巻

き取るドラムについては、ネットローラーとは別の動力源と

し、ネットローラーから離して設置していた。 

② 船長が所属する漁業協同組合の底びき網漁船は、本船と同様

に、細索を用いる手法を採用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

(1) 船長は、５０年以上の底びき網漁の経験があり、本事故当日、投

揚網から漁獲物の回収までの作業を繰り返し実施していたことか

ら、本件ドラムのクラッチ操作を手順どおり実施する注意力が散漫

となり、本件ドラムのクラッチの状態を適切に確認しないまま作業

を進めたものと考えられる。 

(2) 船長は、クラッチの誤操作を防止するために「その他の事項(2)

②」のような対策を講じていたものの、本事故当時は、風波の影響

で本船が動揺していたことから、ふだんどおりの方法では、揺れた

フックに当たってネットローラーの外縁が傷つくことを危惧し、ふ

だんとは異なり、ネットローラーのブレーキハンドルに本件ロープ

のフックを掛けていたものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、揚網作業中に本件ドラムによって本件ロープが

巻き取られて緊張し、ネットローラーのブレーキハンドルが抜け

細索に本件ロープの

フックを掛ける 
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て上方に跳ね上がり、本件ロープ及び同ハンドルが船長の右腕に

当たって負傷したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、船長が揚網作業中、本件ロープのフックをネット

ローラーのブレーキハンドルに掛けた状態でネットローラーを作動さ

せる前に本件ドラムのクラッチの状態を確認しなかったため、ネット

ローラーに連動した本件ドラムが本件ロープを巻き取った際、本件 

ロープが緊張し、同ハンドルが抜けて上方に跳ね上がり、本件ロープ

及び同ハンドルが船長の右腕に当たったことにより発生したものと考

えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・漁船の船長等は、漁ろう機器の操作を含む漁ろう作業に係る危険

性（誤操作の可能性を含む。）をあらかじめ洗い出し、手順や注

意事項を作業現場に表示するなどして、安全確認を確実に実施で

きる環境を整えること。 

・漁船の船長等は、漁ろう機器の誤操作を想定し、各機器を独立に

制御する方式にしたり、安全装置を取り付けたりする等の機械的

措置を講ずることが望ましい。 

・１人乗り以外の漁船の船長は、乗組員に対し、安全意識を高める

ために、漁ろう作業に関する現場指導を行い、また、ヒヤリハッ

ト等の共有を図ること。 

 

  



 

- 10 - 

付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故発生場所 

（令和７年５月３０日 

 ２２時００分頃発生） 

播磨灘

兵庫県

香川県

讃岐千振島灯台

土庄町

淡路島

沖ノ島

×

小豆島

小豆島

岡山県

犬島

千振島

葛島


